
（別紙３）

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） 14人 （回答者数）
１４人

～ 令和７年　２月　２８日

（対象者数） ５人 （回答者数）
５人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・スタッフ間の情報共有を密に行う。

2

・思春期なども見据えた支援を考えていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

インクルージョンとしての取り組みは、同事業所で行ってい

る保育所等訪問事業で行っている。

2

今後取り組んでいく。

3

○事業所名 放課後等デイサービス事業所えんじぇるはあと

○保護者評価実施期間
令和７年　２月　３日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　１２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放デイでは外部との交流ができていない

放デイの活動を広く周知できていない 個別対応に力を入れすぎて、周知まで至らなかった。

スタッフ全員が家族も含めた支援の大切さを知っている。 日々、本人や家族の表情を読み取るなど、丁寧な面談を心掛け

ている。

子ども達が楽しく通っている。 ・遊びがマンネリ化しないように、工夫している。

・苦手なことにも取り組みやすいように工夫している(SSTな

ど)

事業所における自己評価総括表公表


